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慢性期の疼痛管理



【1】帯状疱疹後神経痛の概要

○慢性期の疼痛管理とは

●帯状疱疹後神経痛は、帯状疱疹が発

症してから3カ月以上続く痛みと定

義される。

●すなわち、帯状疱疹における慢性期

の疼痛管理とは、帯状疱疹後神経痛

の疼痛管理を意味する。

○年齢別にみた帯状疱疹後神経痛の頻度

特に60歳以上の高齢者に多く発症し

ている。

○好発部位

●帯状疱疹の好発部位を示した右図

をみると、三叉神経と胸神経に好発

していることがわかる。

●帯状疱疹後神経痛においても、三叉

神経と胸神経が好発部位になる。

慢性期の疼痛管理
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○症状

●帯状疱疹後神経痛は、不可逆的な神経変性による慢性疼痛で、症状とし

て罹患部の皮膚表面に痛覚を含めた知覚低下が認められる。

●罹患部の皮膚表面およびその深部に以下のような痛みを単独または複合

して訴えるのが特徴である。

●灼けるような痛み　　　　●刺すような痛み　　

●電気が走るような痛み　　●締め付けるような痛み

●通常は疼痛刺激とならない「触る」「撫でる」といった刺激に対しても痛

みを感じるアロディニア（異痛症）もみられる。

【2】帯状疱疹後神経痛の治療

○治療の基本

●帯状疱疹後神経痛の治療では、完璧に痛みを取り去るのではなく、患者

が気にならない程度にまで軽減させることが重要になる。

●アメリカ神経学会は、帯状疱疹後神経痛の治療法を4つのグループに分

類し、「副作用の少ない複数の治療法を組み合わせて用いる必要があり、

治療の主体は薬物療法である」と結論づけている。
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○薬物療法

●日本における薬物療法は、三環系の

抗うつ薬、抗けいれん薬、抗てんか

ん薬、ビタミンB12を用いることが

多くなっている。

●局所の血管拡張作用のあるニトログ

リセリンのテープ薬も用いられる。

○薬物療法以外の治療法

　電極を用いて局所麻酔薬を皮膚から浸

透させるイオントフォーレス、針麻酔、

神経ブロックなどが行われている。

○患者指導

　上記のような治療で疼痛をコント

ロールしながら、患者には趣味を持つ

ことや、気分転換になり疲れない程度

の外出などを勧める。

（何かに没頭したり、痛み以外のこと

に注意が向いていると、痛みを忘れる

ことが多いため）
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【3】水痘ワクチンと帯状疱疹

○水痘ワクチン接種の帯状疱疹に及ぼす影響

●最近の研究で、水痘ワクチン接種の

帯状疱疹に及ぼす影響が明らかに

なり、注目を集めている。

●60歳以上の男女約38,500人を登録

し、その半数にワクチンを接種、残

る半数にはプラセボ薬を投与して

追跡調査した結果、帯状疱疹の発症

は、プラセボ群642例に対し、ワク

チン接種群では315例と5割以上減

少し、帯状疱疹の重症度も6割以上軽減した。

○帯状疱疹後神経痛の発症率

　帯状疱疹後神経痛の発症率をみると、

ワクチン接種群はプラセボ群に比べ

て6割以上軽減した。
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